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あべのハルカス　竹中工務店　米津正臣

あべのハルカスは、私鉄最長の鉄道ネットワークを有する近畿
日本鉄道のターミナル駅「大阪阿部野橋駅」直上に建つ、百貨
店、美術館、先端医療施設、大学、オフィス、ホテル、展望台、
庭園といった多様な機能が集積した、高さ３００ｍの超高層集
密都市である。ここでは、単一ヴォリュームの中にそれぞれの機
能を押し込めるのではなく、各機能の空間的特徴や事業性に
沿ってヴォリュームが最適化されている。都市が積み重なったよ
うな即物的で機能的なヴォリュームのあり方は、建物単体の姿
というより、街に必要とされる活動が「建築⇔都市」の境界を横
断して現われた都市風景の一部となって、大阪・あべのの街に新
たなダイナミズムを生み出している。足元においては周辺地域の
人の流れを四方八方より建築内部に取り込み、56台のEVと99
台のESCにより乗降客数約75万人／日の人の流れを空中に吸
い上げ、同時にあべのの街に吐き出している。鉄道ネットワーク
のNodeに高密度に集積した新たな都市活動は、梅田（キタ）と
心斎橋・難波（ミナミ）に並ぶ第三極をつくりだし、大阪都市圏
を多極化した都市構造へと再編し、周辺都市域に対しては沿線
価値の向上を促し、シビックプライドを刺激する。あべのハルカ
スは、少子高齢化を迎えた社会において、都市生活における偶
発性と相乗性を加速させ「持続可能かつ競争力ある都市的状
況」を創り出す、建築による都市の革新的ストラテジーである。

撮影：鈴木久雄　第35回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
米津　正臣（よねづ・まさおみ）
1974年  愛知県生まれ。
1997年  東京工業大学工学部建築学科 
　　　  卒業。
1999年  東京工業大学大学院修士課程
　　　  修了。
1999年～ 竹中工務店。現在、同大阪本
　　　  店設計部設計グループ長。

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
外装デザイン：竹中工務店＋
　　　　　ペリクラーク ペリアーキテクツ
施　　工：竹中工務店・奥村組・大林組・
　　　　　大日本土木・錢高組共同企業体
位　　置：大阪市阿倍野区
構　　造：SRC造、S造
規　　模：地下5階、地上60階、塔屋1階
建築面積：24,013.19㎡
延床面積：353,393.32㎡
竣　　工：平成26年3月





3 2016.02  建築人

松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

京
都
の
烏
丸
御
池
に
、
重
厚
で
い
て
穏
や
か
な

表
情
を
醸
し
出
す
周
囲
と
は
異
質
な
建
築
が
建
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
、東
京
中
央
郵
便
局︵
一
九
三
一

年
︶
や
大
阪
中
央
郵
便
局
︵
一
九
三
九
年
︶
で
知

ら
れ
る
吉
田
鉄
郎︵
一
八
九
四
～
一
九
五
六
年
︶の

設
計
に
よ
っ
て
、
今
か
ら
九
〇
年
前
の
一
九
二
六

年
に
第
一
期
が
竣
工
し
た
京
都
中
央
電
話
局︵
現
・

新
風
館
︶
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
一
年
に
第

二
期
が
竣
工
し
、
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
京
都

の
電
話
事
業
の
中
核
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

　

お
そ
ら
く
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
が
蓄
積
さ
れ
て

き
た
結
果
な
の
だ
ろ
う
。
一
九
八
三
年
に
は
、
京

都
市
の
登
録
文
化
財
の
第
一
号
に
指
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
電
話
交
換
機
の
小
型
化
が
進
ん
で
局
舎

と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
た
た
め
、
一
九
八
〇
年

代
末
に
、
烏
丸
通
に
面
す
る
西
面
と
北
側
の
部
分

を
残
し
て
過
半
が
取
り
壊
さ
れ
、
未
使
用
の
状
態

が
長
く
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
一
年
に

は
、
跡
地
に
鉄
骨
造
の
増
築
棟
が
建
設
さ
れ
て
、

新
風
館
と
い
う
暫
定
利
用
の
複
合
商
業
施
設
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
増
築
で
は
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
損
わ
な
い
よ
う
に
、
腰
窓
の
高

さ
に
合
わ
せ
て
増
築
の
床
の
レ
ベ
ル
を
設
定
す
る

な
ど
、
周
到
な
設
計
上
の
工
夫
が
施
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
十
五
年
、
先
ご
ろ
、
い
よ
い
よ
本
格

的
な
再
開
発
に
着
手
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
六
年

三
月
末
を
も
っ
て
閉
館
す
る
と
の
お
知
ら
せ
が
掲

示
さ
れ
た
。
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
東
側
に
七
階

建
て
の
建
物
を
新
築
し
、
旧
館
部
分
も
併
せ
て
、

約
一
九
〇
室
の
高
級
ホ
テ
ル
に
な
る
と
い
う
。

　

そ
ん
な
動
き
を
目
前
に
し
て
、
こ
こ
で
改
め
て

見
つ
め
直
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
九
一
九
年
に

東
京
帝
国
大
学
建
築
学
科
を
卒
業
し
、
逓
信
省
の

建
築
技
師
と
し
て
数
多
く
の
建
築
を
手
が
け
た
吉

田
が
、ど
の
よ
う
な
建
築
を
求
め
た
の
か
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
知
る
上
で
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る

彼
の
記
し
た
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
﹁
日
本
の
芸
術
で
は
一
般
に
個
性
よ
り
も
型
が
尊

ば
れ
る
。
そ
れ
は
個
性
を
尊
重
し
な
い
の
で
は
な

く
、個
性
を
型
に
入
れ
て
鍛
錬
し
、普
遍
的
な
も
の
、

永
遠
的
な
も
の
に
高
め
る
為
で
あ
る
。
日
本
建
築
、

殊
に
日
本
住
宅
な
ど
が
類
型
化
さ
れ
て
い
る
の
は
い

ろ
い
ろ
の
理
由
が
あ
ら
う
が
、
矢
張
り
日
本
芸
術

に
共
通
し
た
こ
の
鍛
練
的
精
神
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
や
う
に
思
ふ
。
つ
ま
り
、
建
築
家
の
個
性
を

自
由
奔
放
に
表
現
す
る
よ
り
も
、型
に
よ
っ
て
抑
え
、

型
を
通
し
て
滲
み
出
さ
せ
る
所
に
精
神
的
な
、
倫

理
的
な
、
高
い
美
し
さ
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ

ら
う
。︵
中
略
︶
実
際
、
類
型
的
な
日
本
住
宅
で

統
一
さ
れ
た
住
宅
街
な
ど
を
見
る
と
、
い
か
に
も
落

着
い
た
、
平
和
な
感
じ
に
打
た
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
異
常
な
も
の
、
特
別
な
も
の
を
建
て
て
隣
人

の
心
を
刺
激
し
た
り
、
傷
け
た
り
、
引
け
目
を
感

じ
さ
せ
た
り
す
る
の
を
好
ま
な
い
、
深
い
慎
み
と
温

か
い
思
遣
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
又
、
地
方
の
町
や

農
村
を
見
て
感
ぜ
ら
れ
る
事
も
、
矢
張
り
類
型
的

な
町
屋
が
軒
を
並
べ
て
ゐ
た
り
、
類
型
的
な
農
家

が
群
を
な
し
て
ゐ
た
り
す
る
所
か
ら
生
ず
る
、
町

な
り
村
な
り
全
体
と
し
て
の
統
一
し
た
、
平
和
な

情
景
で
あ
る
。﹂︵
吉
田
鉄
郎
﹁
建
築
意
匠
と
自

抑
性
﹂﹃
建
築
雑
誌
﹄
一
九
七
七
年
十
一
月
号
︶

　

こ
の
文
章
は
、
戦
時
下
の
一
九
四
二
年
に
、
丹

下
健
三
が
一
等
を
獲
得
し
て
注
目
を
集
め
た
大
東

亜
建
設
記
念
営
造
計
画
コ
ン
ペ
の
審
査
結
果
が
掲

載
さ
れ
た
建
築
学
会
の
機
関
誌
﹃
建
築
雑
誌
﹄
の

た
め
に
執
筆
さ
れ
た
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
理
由

で
掲
載
さ
れ
ず
、
彼
の
書
斎
か
ら
教
え
子
の
矢
作

英
雄
が
発
見
し
、
吉
田
の
没
後
二
十
一
年
目
に
よ

う
や
く
日
の
目
を
見
た
幻
の
原
稿
で
あ
る
。
文
中

の
﹁
平
和
な
感
じ
﹂、﹁
平
和
な
情
景
﹂
と
い
う
言

葉
に
は
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
象
徴
す
る
勇
ま
し
い

建
築
を
求
め
た
戦
時
下
の
建
築
界
の
性
急
な
動
き

に
対
す
る
抵
抗
の
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ

と
思
う
。
吉
田
は
、
続
く
文
章
で
次
の
よ
う
な
指

摘
も
行
っ
て
い
た
。

　
﹁
し
か
し
今
日
の
都
市
に
は
斯
う
し
た
親
和
的

な
も
の
が
余
り
と
言
へ
ば
余
り
に
も
失
は
れ
、
個

人
主
義
的
な
も
の
、
自
由
主
義
的
な
も
の
が
こ
れ

に
代
っ
て
瀰
漫
し
て
ゐ
る
。
ど
の
建
築
も
自
分
自

身
を
目
立
た
せ
る
為
に
は
周
囲
と
の
調
和
や
街
全

体
と
し
て
の
統
一
美
な
ど
と
い
ふ
事
は
全
く
顧
み

な
い
と
い
ふ
有
様
で
あ
る
。﹂

　

吉
田
は
、
同
じ
文
章
の
中
で
、
自
ら
翻
訳
を
進

め
て
い
た
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
の
著
書﹃
北
欧
の
建
築
﹄

か
ら
、﹁
建
築
は
あ
る
特
殊
な
建
築
家
の
個
性
の

記
念
碑
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
日
常
生

活
に
従
属
し
、
且
つ
全
く
自
然
的
に
、
少
し
の
押

し
つ
け
が
ま
し
さ
も
な
く
そ
の
環
境
に
順
応
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
私
達
は
謙
抑
こ
そ
装
飾
で
あ
る
事

を
認
識
し
た
の
で
あ
る
﹂
と
い
う
言
葉
を
引
用
し

て
い
た
。
因
み
に
、
こ
の
著
書
は
、
や
は
り
吉
田

没
後
の
一
九
七
八
年
に
、
逓
信
省
の
後
輩
だ
っ
た

森
田
茂
介
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
鹿
島
出
版
会
か
ら

出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
吉
田
の
記
し
た
言
葉
に
、
彼
の
一
学

年
後
輩
で
、
一
九
二
〇
年
に
、
東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
し
た
同
級
生
五
人
と
共
に
分
離
派
建
築
会
を

立
ち
上
げ
た
堀
口
捨
己
の
次
の
言
葉
を
対
置
す
る

と
き
、吉
田
の
孤
独
な
立
ち
位
置
が
見
え
て
く
る
。

　
﹁
建
築
は
芸
術
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
そ
の
芸
術
と
は
私
は
表
現
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。﹂

︵
堀
口
捨
己
﹁
建
築
に
対
す
る
私
の
感
想
と
態
度
﹂

﹃
分
離
派
建
築
会
作
品
集
﹄岩
波
書
店
一
九
二
〇
年
︶

　

堀
口
は
、
吉
田
と
は
対
照
的
に
、
建
築
は
私
を

表
現
す
る
芸
術
と
見
做
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
後
の
建
築
は
、
吉
田
が
危
惧
し
た
よ

う
に
、﹁
親
和
性
﹂
や
﹁
統
一
美
﹂
を
失
っ
て
い
く
。

私
た
ち
は
吉
田
の
求
め
た
建
築
の
意
味
を
共
有
で

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。そ
の
こ
と
を
思
い
つ
つ
、

彼
の
遺
し
た
新
風
館
の
行
方
を
見
守
り
た
い
。

北側の足元部分

烏丸通側の正面外観

京都中央電話局（現・新風館）1926・31年
控え目な建築に託されたもの

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION

　　　　　　13：20　出発（車にて分乗予定）
　　　　　　13：30〜15：30　見学予定
募集　14名（申込先着順）
参加費　1,000円

第8回建築人賞第一次公開審査会
審査委員長「古谷誠章」早稲田大学教授
2/27

会報誌「建築人」のGalleryに掲載された建築
作品を対象に社会性、芸術性、時代性を考慮し
て、顕彰、公表することにより建築技術の進展、
建築文化の向上に資することを目的として「建
築人賞」を実施しています。

「第8回建築人賞」では、前回に引き続き古谷
誠章審査委員長のご参加のもと、第一次審査
を公開で実施します。
日時　2月27日（土）
　　　13：30〜17：30（開場13：00）
会場　いちょうホール
　　　大阪市中央区本町4-1-13御堂ビル1階
最寄駅　地下鉄本町駅
定員　100名（当日先着順申込不要）
入場料　無料
■第8回建築人賞実施概要
　主催　公益社団法人大阪府建築士会
　審査委員長　古谷誠章
　　　　　　　（建築家・早稲田大学教授）
　審査対象作品

建築人2015年1月号から12月号までの
Galleryに掲載された建築作品40点

　審査方法（2段階審査・予定）
　　第一次審査　公開プレゼンテーション
　　第二次審査　現地確認により選定
　表彰（設計者に対して）
　　建築人賞（賞状と記念盾）
　　建築人奨励賞（賞状）
　　※建築主・施工者には感謝状授与
　受賞発表　建築人2016年7月号誌面（予定）

建築士の会 やお・かしわら＋建築士の会 東大阪
「八尾市立桂中学校校舎改築工事
の見学会」
3/12　CPD2単位（予定）

桂中学校は、昭和47年6月に竣工した、当時と
しては斬新なデザインのコンクリート打放しの
大規模な中学校でしたが、耐震補強が困難で
ある事から、校舎のみを全面改築したものです。
シャープなデザインとすっきりした平面計画で、
爽やかな色使いの中学校が完成しました。
日時　3月12日（土）　受付10：00〜
　　　見学10：30〜12：00（予定）
集合場所　桂中学校北側玄関前
　　　　　（八尾市桂町4丁目47番地）
アクセス　近鉄「河内山本駅」下車。花園駅

前行のバスで、福万寺口停留所下
車。西に約650m

参加費　1,000円（資料代等）
定員　30名（申込先着順）
※参加証は実施1週間前に出状予定。

持ち物・服装　軍手、飲物、熱に溶けにくい素
　　　　　　 材で動きやすい格好

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
②「落語」を登録有形文化財寺西
家で楽しむ
2/27

登録有形文化財 寺西家で毎月、落語会が開
演されています。大正末に建てられた町家で、
三味線や太鼓の囃子がはいる本格的な上方
落語を間近で楽しめます。又、最後に近隣店か
ら提供されたお土産の抽選会もあります。
日時　2月27日（土）
　　　14：00開演（13：30開場）
<2月・如月席>
　1、みかん屋･･････笑福亭呂好（呂鶴門下）
　2、ぜんざい公社･･桂　文太（五代目文枝門下）
　3、猫の災難･･････笑福亭鶴志（六代目松鶴門下）
　4、お楽しみ･･････桂　文太（五代目文枝門下）
入場料　当日1,800円　前売･会員1,500円
場所　登録有形文化財　寺西家
　　　Tel.06-6624-7618
　　　大阪市阿倍野区阪南町1-50-25
最寄駅　地下鉄御堂筋線「昭和町駅」下車
　　　　徒歩1分（4番出口すぐ右折れ一つ目
　　　　辻右折れスグ）

専門医に聞くパートⅢ
〜LOH症候群について〜
2/24 

「いつも疲れた感じがする。やる気がない」それ
は、男性ホルモン低下が原因のかつては男性
更年期障害と呼ばれた、LOH症候群かもしれま
せん。LOH症候群とはどんな病気?何歳ぐらい
から始まるの?リビドー（性欲）は回復するの?日
頃聞けない悩みを専門医に聞きませんか。講習
会終了後の懇親会にも是非ご参加ください。
日時　2月24日（水）  15：30〜17：30（予定）
会場　（公社）大阪府建築士会会議室
　　　（15：00 高田屋大手前ビル5階集合）
定員　40名（申込先着順）
申込締切　2月12日（金）
　　　　　（但し、定員に達し次第締切）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
懇親会　5,000円
※詳細は参加証にてお知らせします。

建築士の会 北摂
冷間プレス成形角形鋼管（BCPメー
カー）製作工場の見学会
2/26　CPD2単位（予定）

本会地域分科会「建築士の会 北摂」では、日本
のBCP（冷間プレス成形角形鋼管）メーカー4社
の内の1社である株式会社セイケイの堺製造所
での工場見学を行います。工場では、厚板をプレ
スにより曲げ加工して、シーム部（つながる部分）を
溶接して鉄骨工事のコラム柱を製造しています。
日程　2月26日（金）
集合　南海本線「石津川駅」改札口付近
スケジュール　13：10　受付開始

建築士の会「南河内」
東高野街道歴史散策in古市と
富田林寺内町
〜古市と富田林寺内町の歴史街道を散策しま
しょう〜
3/13　CPD6単位（予定）

東高野街道沿道の古市と富田林寺内町を散
策します。古市では「ベンガラ染」体験、寺内町
では、非公開の「田守邸」の一部と重要文化財

「興正寺別院」を見学します。
日時　3月13日（日）　9：30〜受付開始
　　　10：00出発〜16：00現地解散予定
集合場所　近鉄南大阪線「古市駅」東出口
　　　　　1階広場付近
参加費　3,000円（資料代、保険代、ベンガラ 
　　　　　　　　 染体験料金含む。）
※昼食は各自負担
定員　20名（申込先着順）
行程　10：00古市駅出発⇒白鳥神社⇒西琳

寺⇒蓑の辻の道標⇒ベンガラ染体験
⇒昼食⇒寺内町交流館⇒田守邸⇒興
正寺別院⇒16：00頃現地解散

平成27年度おおさか環境にやさしい
建築表彰式 基調講演・受賞作品プ
レゼンテーション
2/15

大阪府と大阪市では、毎年環境配慮の取り組
みに特に優れた建築物を表彰しています。
今回は、表彰式と併せて基調講演と入賞者に
よるプレゼンテーションを行います。
日時　2月15日（月）　13：30〜17：10
　　　受付　13：00〜
場所　大阪府新別館南館8階大研修室
　　　大阪市中央区大手前3-1-43
最寄駅　地下鉄谷町四丁目
プログラム　
　表彰式　13：30〜14：00
　基調講演　14：10〜15：00
　 「人と地球にやさしい住まいと暮らし」
　講師　近畿大学建築学部学部長　岩前篤
　受賞者プレゼンテーション   15：10〜17：10
申込締切　2月5日（金）
問合　大阪府住宅まちづくり部建築指導室審
　　　査指導課建築環境・設備グループ

　　　Tel.06-6210-9725
　　　大阪市都市計画局建築指導部建築確認課
　　　Tel.06-6208-9304

幻燈で見る各地の戦争遺構について⑺
2/20

街角に現存する知られていない貴重な戦争遺
構。戦争体験者にかわり現存する戦争遺構を
通して戦争の歴史を学び、考え、語り合います。
日時　2月20日（土）　11：00〜
会場　堺市立東図書館
講師　戦争遺構研究会代表 柴田正己
問合　Tel.090-4289-1492

建築物の防火・避難対策と建築基
準法、消防法における防災関係規
定講習会（大阪開催）
3/1

日本建築防災協会が、例年、建築物防災週間
協賛行事として開催しています「建築防火・防
災講習会」です。
主催　（一財）日本建築防災協会
日時　3月1日（火）　13：00〜16：45
会場　大阪府建築健保会館6ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　150名　
受講料　7,000円（テキスト代含）
申込締切　2月23日（火）
　　　　　但し、定員になり次第締切
問合・申込　（一財）日本建築防災協会 
　　　　　  Tel.03-5512-6451

講習会「鉄筋コンクリート構造保有
水平耐力計算規準」（大阪開催）
4/8

保有水平耐力計算に関する最新の研究成果を
整理・検証して、「鉄筋コンクリート構造保有水
平耐力計算規準（案）・同解説」を刊行します。
今回の刊行を機会に講習会を実施します。
主催　日本建築学会構造委員会
　　　鉄筋コンクリート構造運営委員会
日時　4月8日（金）　10：00〜17：00
会場　大阪科学技術センター8階大ホール
　　　大阪市西区靭本町1-8-4
定員　200名
参加費　本会会員14,000円（テキスト代含）
テキスト 「鉄筋コンクリート構造保有水平耐力 
　　　　計算規準（案）・同解説」
問合・申込　日本建築学会近畿支部 
　　　Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/
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定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員2,500円
　　　　後援団体会員3,500円  一般4,500円

平成27年度建築士定期講習
3/24　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属す
るすべての建築士は3年以内ごとに定期講習を
受講しなければなりません。本年度は平成24年
度に本講習を受講された方や、建築士試験に合
格された方が対象となります。未受講者は懲戒処
分の対象となりますので必ず受講してください。
日程　3月24日（木）
定員　300名　会場コード5C-54
時間　9：30〜17：30
会場　大阪国際会議場
最寄駅　京阪中之島線中之島駅
申込締切日　2/26（金）（申込書必着）
※簡易書留での郵送のみ受付いたします。
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士の会 「北河内・みしま野」共催　
「冬の京都歴史散策」のご案内　
2/6　CPD3単位

琵琶湖疏水とインクラインは、琵琶湖の水をトン
ネルと運河で約9km京都に引く事により飲料・
工業水、物資輸送、水力発電と言う京都の近
代化に必要不可欠なアイテムを一挙に手に入
れる一大事業でした。
今回は疎水と記念館でその実態を見聞し、南
禅寺や白川端及び祇園界隈（新町通り町屋）
を散策し京都の歴史と冬を満喫する企画です。
日時　2月6日（土）
　　　集合13：30〜16：30解散予定
　　　解散後 祇園近辺にて懇親会を予定
集合場所　京都市営地下鉄蹴上駅
　　　　　地下改札出口前
募集定員　約30名（申込先着順）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　（資料代等含む、懇親会費別）

平成27年度 文化庁文化芸術振興費補助
①江戸時代の豪農屋敷の様子を今
に伝える登録文化財兒山家住宅に
おける「焼板ワークショップ」
2/21

杉板を焼くことで、防虫防水効果などを持つ外
壁材となる伝統工法である「焼板」を京都で町
家の改修を多数手がけておられる大工・谷口昇
氏に指導していただきます。
日時　2月21日（日）　13：00〜16：00
講師　谷口昇（ほんまもんの会）
場所　兒山家住宅
　　　（堺市中区陶器北1404）
最寄駅　南海高野線「北野田駅」
参加費　無料

長期優良住宅化リフォーム推進事業の講習団体登録
建築士会インスペクター養成講座
2/23　CPD5単位

国交省は宅建法を改正し仲介契約書などにイ
ンスペクションの有無の記載を義務付けるこ
とを今国会に提出予定であり、今後インスペク
ションのニーズの増大が予測されます。
日本建築士会連合会は、長期優良住宅化リ
フォーム推進事業におけるインスペクター講習
団体として国土交通省に登録しております。
本講座修了者は、建築士会インスペクターとし
て登録し、建築士会ホームページに掲載します。
日程　2月23日（火）
時間　10：00〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　100名（定員になり次第締切）
受講料　会員12,000円　会員外17,000円
　　　　（テキスト代・登録料含む）

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築における板ガラス
〜板ガラスの選定・施工する上での
考慮ポイント〜
3/3　CPD3単位

建築物における板ガラスの施工のポイントを中
心に、製造から加工、施工の知識、ファサード等
の様々な意匠上の要求に対応するための工法
等を解説いたします。
日時　3月3日（木）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　・建築とガラス
　　　・建築のガラスフィルム
　　　・板ガラスを採用する際の注意点
　　　・ガラスファサードの可能性
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　本会会員3,500円
　　　　後援団体会員4,500円  一般5,500円

大阪府知事指定講習
ガイドラインの活用で検査済証がな
い建築物の有効活用を !!
3/10　CPD2 単位

平成26年7月、国土交通省から「検査済証のな
い建築物に係る指定確認検査機関を活用した
建築基準法適合状況調査のためのガイドライ
ン」が出されました。これは、検査済証がない建築
物の有効活用を円滑にするためのものですが、
実用には、様 な々課題があります。検査済証の交
付率が長く低迷していたことによる現状と課題、
また、ガイドラインの内容や活用方法等につい
て、ガイドライン策定に携わった方を講師としてお
招きし、分かりやすく解説していただきます。尚、本
講習会は法定講習とは異なり受講は任意です。
日時　3月10日（木）　13：25〜15：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容　検査済証のない建築物に関する行政

の動き、現状と法的課題、ガイドラインの
内容と活用方法

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の学識者や
実務者で構成する「建築物耐震評価委員会」
を組織し、平成26年1月より建築物耐震評価
業務を実施しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

大阪府知事指定講習
平成27年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
2/9　CPD5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村の
木造住宅耐震診断等の補助を受けることができ
る技術者として名簿に掲載します。（本講習は、
国土交通大臣登録講習ではありません。
日程　2月9日（火）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

大阪府知事指定講習
杭基礎の設計から工事監理におけ
る留意点
2/10　CPD3単位

杭工事の設計・施工及び工事監理について、
建築構造の学識者や施工・監理に携わってい
る技術者を講師にお招きし、杭基礎の設計をは
じめ、設計図書の見方、施工監理のありかた、技
術的トラブルが発生した時の対処方法などにつ
いて分かりやすく解説していただきます。尚、本
講習会は法定講習とは異なり受講は任意です。

日時　2月10日（水）　13：30〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
内容
　・杭基礎の設計
　・場所打コンクリート杭の施工と注意点
　・杭工事の施工監理におけるトラブルの
　 対処方法と予防
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　会員4,000円
　　　　後援団体会員5,000円  一般7,000円
　　　　
　・本会主催「監理技術者講習」申込済者：無料

（監理技術者講習の一環の講習としておりま
す。詳細は本会ホームページをご覧ください。）

監理技術者講習
（管理技術者以外の方も受講可能）
2/16、3/18、4/12、5/11  CPD各6単位

監理技術者は、工事請負金額3,000万円（建
築一式工事は4,500万円）以上の請負工事へ
の配置と、5年ごとに監理技術者講習を受講す
ることが建設業法で義務付けられています。
本講習では建築に特化したテキストを使用し、
経験豊富なベテラン技術者の講師による解説
と映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の業務に役立ち
ますので、ぜひ受講下さい。
日程　2/16（火）、3/18（金）、4/12（火）、　
　　　5/11（水）
時間　9：00〜17：00
会場　大阪府建築健保会館
最寄駅　地下鉄谷町四丁目駅
定員　各回90名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送・窓口申込み10,000円
詳細・申込　日本建築士会連合会ホームペー
　　　　　  ジをご確認ください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

第1回鑑定業務支援分科会セミナー
建築紛争解決のために建築士がす
ること
2/18　CPD2単位（予定）

本会では建築紛争解決や鑑定に必要な専門
知識をもつ人材の育成に力を注いでいます。今
回、建築士を対象に調停員や審査会など経験
豊富な委員によるセミナーを企画しました。
日時　2月18日（木）　18：00〜20：00
会場　大阪府建築士会会議室
内容　本分科会の設置目的と位置づけ
　　　鑑定・報告書とはなにか？〜基礎編〜
講師　橋本頼幸（本会担当理事）
　　　南勝喜（本会鑑定業務支援分科会委員）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
定員　35名（申込先着順）

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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12/22  忠岡町長面談
  和泉市長面談
  泉大津副市長面談
  泉佐野市長面談
12/ 24 熊取町長面談
  岸和田市長面談
 1/ 4 在阪建築 15 団体合同新年交礼会
 1/ 7 日本建築材料協会新年交礼会
 1/12 香港工業總會・日本建築材料協会
  覚書調印式
 1/15 枚方市応急危険度判定協定調印式
 1/19 総務企画委員会（建築士会連合会）
 1/25 大阪都市景観建築賞表彰式

本会では、世界的な建築家である槇文彦
氏が事務所を開設して 50 年になるのを
記念して、槇氏の展覧会を 4 月中旬から
約 1か月間、梅田の N_u 茶屋町において
行うことが決まり、現在、本会の全委員
会が参加・連携する実行委員会を設置し

て開催準備を進めております。
展覧会では、槇文彦氏の半世紀にわたる
活動の軌跡について、作品の模型、図面、
スケッチ、映像などを介して紹介し、作
品の成果とともに、その後建築が獲得し
た社会性などについて認識していただく
場としたいと考えております。
展覧会の会場は大阪梅田のにぎわいの中
心に位置しており、建築関係者をはじめ
学生や一般市民などの多くの方に来場し
ていただき、建築デザインの素晴らしさ
や大切さを広く紹介できるよう入場は無
料とする方針です。
また、展覧会開催期間中に槇氏の講演会
を行う予定であり、さらに建築人 3 月号、
5 月号で槇氏の特集記事を掲載します。

「展覧会」「講演会」の詳細は建築人 3 月
号でお知らせします。
 

本会の岡本森廣会長及びダニエル・チェ
ン香港工業總會会長並びに立野純三日本
建築材料協会会長は、平成 28 年 1 月 12
日に九龍の香港工業總會の事務所におい
て、3 団体の相互協力に関する覚書に調
印しました。
香港では近年、日本の建築文化や技術に
ついて関心が高く、建築の際に日本のデ
ザインや日本の建材等に対する利用ニー
ズが増加しています。
今回調印した覚書は、相互の訪問視察や
建築に関する意見交換などを通じて、最
新の建築技術や市場情報の共有化を行う
ことで関西と香港間の関係を強化し、会
員建築士や会員企業の活動の場の拡大を
図ることを目的としております。
覚書内容の詳細はトピックス欄をご覧く
ださい。

平成 28 年 1 月 25 日に本会が主催事務局
を務める平成 27 年度大阪都市景観建築
賞（愛称：大阪まちなみ賞）の表彰式を
大阪市天王寺区役所で行いました。

式典には大阪府知事賞の「さつき保育
園」、大阪市長賞の「あべのハルカス」、
審査員特別賞の「大塚グループ大阪本社
大阪ビル」、緑化賞の「N_u 茶屋町プラ
ス」、建築サイン・アート賞の「KUZUHA 
MALL」及び奨励賞 3 作品の関係者、ま
た、主催者側は、本会の岡本会長、審査
委員長の久近畿大学教授、大阪府知事代
理の堤住宅まちづくり部長、大阪市長代
理の田中副市長等の関係者が出席されま
した。
受賞作品や審査講評等の詳細は、本会
ホームページをご覧ください。

本会の岡本会長と枚方市の伏見市長は、
1 月 15 日に枚方市役所において「大地
震時における避難所の応急危険度判定に
関する協定」に署名し協定を結びました。
市町村と応急危険度判定実施の協定を結
ぶのは枚方市が初めてであり、本会では
これをモデルケースとして他の市町村に
も同様の協定締結を呼びかけ、市民の安
全の増進を図りたいと考えております。
協定内容の詳細はトピックス欄をご覧く
ださい。

本会は平成 27 年 11 月 26 日に大阪市耐
震改修支援機構の 8 番目の耐震化支援団
体に認定され、今後、本会耐震部会委員
が大阪市内において機構の支援を受け、
既存木造住宅の耐震診断等の活動を始め
ます。
現在、本会の耐震部会は、府の「まちま
るごと耐震化支援事業」や大阪建築防災
センターの「木造住宅耐震診断技術者紹
介制度」に団体登録しているほか、東大
阪市の「木造住宅耐震診断員派遣団体」
に指定され、約 70 名の部会委員が府内
全域を対象として活動しております。
本会では大地震発生時に住宅の倒壊から
府民を守るため、今後も建物の耐震活動
を行う場の拡大を図っていきます。

動静レポート

平成 27 年度「大阪都市景観建築賞」
の表彰式典を実施

建築表彰委員会

枚方市と応急危険度判定協定を締結

社会貢献委員会

大阪市の耐震化支援団体に認定

社会貢献委員会

香港工業總會及び日本建築材料協会
と覚書を締結

運営委員会

会長動静

和田 忠岡町長 辻 和泉市長

樫葉 泉大津副市長 千代松 泉佐野市長

中西 熊取町長 信貴 岸和田市長

槇文彦氏の「展覧会」「講演会」を
開催

運営委員会
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「空き家・空きビル・空き地の福祉活用」
について、大阪市立大学大学院生活科学
研究科教授博士森氏、㈱中北建築事務所
所長中北氏、ar-co.阪急コンストラクショ
ン・マネジメント㈱高草氏の 3 名の講師
から講習を受けました。
森氏からは、時代の転換期の現状と課
題、施設から地域へ福祉施策移行、機能
の高度化・工業都市化がもたらす弱者排
除、これから生き残るまちは、『住み継
ぐ』ことがきちんとできるまちなどにつ
いて。また、Aging in Place（住み慣れ
た地域でその人らしく最後まで）を実現
させるには、地域の空き家等を福祉転用
し、地域の福祉力を高めなければならな
いなど、福祉を取り巻く問題点をお話し
いただきました。

天野山金剛寺は、大阪府河内長野市に所
在する真言宗御室派の寺院で、奈良時代
に僧行基によって開創され、平安末期に阿
観が再興し拡充したと伝えられています。
ここは明治のはじめまで女人禁制であっ
た高野山に対し、女人高野と呼ばれるよ
うになり、女性の宗教的修養の道場です。
金剛寺楼門をくぐって石段を上ると右手
に金堂、左手に多宝塔があります。
今回の平成の大修理は、金堂、多宝塔、
鐘楼 3 棟の保存修理を計画しており、平
成 21 年 11 月着手し平成 29 年 9 月まで
の 95ヶ月を予定しているそうです。公
益財団法人文化財建造物保存技術協会

（文建協）によりご案内いただき、修復
工事中の金堂の内部を見学させていただ
きました。
金堂は桁行七間、梁間七間の仏堂で、全
面に一間の向拝、背面に三間の庇が付き
周囲に縁を巡らせた入母屋造り、本瓦葺
の建物です。半解体修理と言って、柱や
大きな梁等を残した状態まで解体して修

Topics

中北氏からは、障がい福祉サービスとは ?
空き家等を福祉転用する際に、建築基準
法と消防法で解釈が異なることもあるこ
とについて。また、障がい者の親の高齢
化がもたらす新たな課題、多様化する社
会課題に建築士は、どこまで応えられる
かなどについてお話しいただきました。
高草氏からは、独居障がい者の住宅事情
や将来予測、器を造るだけでは地域の福
祉力は育たず、そこには『しくみ』が必
要ということについて。また、その『し
くみ』は、そこに住まう人たちや活用す
る人たちと共につくり、地域の人たちを
巻き込むこと。例として、福祉施設の屋
上を緑化し、『屋上緑化基金』を設立。
地域の人にも加入してもらい、施設のイ
ベント等に招待し、緑で近所とつながる

復し、屋根の瓦は全部降ろして土葺きか
ら空葺きにして修復工事をしています。
多宝塔はこけら葺きの建物で、今回の修
復工事では栩葺き（とち葺き ･ 板の厚み
が三分）屋根の葺き替えと部分修理で、
塔内の彩色は破損が進まないように剥落
止め処理を行い、金具類の補修、外部の
塗装等彩色の修復をしています。
禅宗様で造られた鐘楼を見上げると、軒
天井には扇垂木が放射線状に広がり、非
常に手間のかかった仕事であるのがうか
がえます。今回の修復工事については、
これからです。
金剛寺近くのそば道場で昼食をいただ
き、南河内活動報告会のあと、大阪で唯
一の木造瓦葺五重塔がある富田林市汐ノ
宮から東に上った願昭寺を見学しまし
た。平成 23 年に完成した五重塔は、新
しく鮮やかな朱塗りで、樹齢 800 年を超
えるカナダ産桧を使用しているそうで
す。大本堂には、樹齢 800 年の楠木の一
刀彫の不動明王が鎮座されています。

ように、施設を外に開くことが重要であ
ることなどをお話しいただきました。
最後に会場からの質問・疑問に答えるパ
ネルディスカッションも開催され、異な
る立場からの貴重な意見を聞くこともで
き勉強になりました。国の施策と現状に
は大きな乖離があること、その課題にど
のように取り組むべきかを考えさせられ
た講習会でした。

金剛寺の修復工事は、何回訪れても飽き
なくて心が躍りわくわくします。色鮮や
かな五重塔と歴史の重みを感じさせられ
る金剛寺を見学し、ふるきをたずねて新
しきを知る一日だったなあと感じました。

金剛寺金堂屋根瓦葺き替え

金剛寺
多宝塔

高校

中学校

福祉

拠点

福祉

拠点

既存

建物

既存

建物

福祉転用福祉転用福祉転用福祉転用

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム

福祉転用福祉転用福祉転用福祉転用

プラットフォームプラットフォームプラットフォームプラットフォーム

福祉転用計画システム

住民住民 専門家専門家

地域資源の利活用地域資源の利活用地域資源の利活用地域資源の利活用

マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント

建築

計画
家族

建築

福祉

住宅

カフェ

レストラン

通所

施設

工場

福祉

施設 商店

事業所

学校

住宅

集住

地域

福祉

制度

基準

病院

転用転用

空き屋の空き屋の空き屋の空き屋の

増加増加増加増加

福祉施設福祉施設福祉施設福祉施設

の不足の不足の不足の不足

劣悪な転用事例

の発生

高齢者
消防

良質な転用への誘導

行政

福祉

転用に関わる

ダブルスタンダード

を協議調整する場

こども

障碍者

Well-being Environment Design _ Mori Studio _ OCU

建築技術講習会『空き家・空きビル・空き地の福祉活用』
日程：平成 27 年 12 月 10 日　　会場：大阪府建築健保会館　　参加者：65 名

曽我部千鶴美（理事）

天野山金剛寺金堂（重要文化財）解体復元工事現場見学（5 回目）と
願昭寺木造五重塔見学＋南河内地域活動報告会に参加して
日程：平成 27 年 12 月 5 日　　参加者：20 名 中島薫（理事）
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？    香港工業總會とは

香港工業總會は、香港の産業、貿易・
技術進歩等の促進や、事業者を代表
して政府への政策助言等を行うこと
などを目的として 1960 年に設立され、
会員数 30,000 社を有し、そのうち建
築関係会社は 3,000 社に及ぶ団体

Topics

本会及び一般社団法人日本建築材料協会
並びに香港工業總會の 3 団体は、平成
28 年 1 月 12 日（火）香港 九龍の香港
工業總會の事務所にて相互協力の覚書に
調印しました。
香港では近年、日本の建築文化や技術に
ついて関心が高く、建築の際に日本のデ
ザインや日本の建材等に対する利用ニー
ズが増加しております。
今回調印した覚書は、最新の建築技術や
市場情報等の共有化を行うことで関西と
香港間の関係を強化し、会員建築士や会
員企業の活動の場の拡大を図ることを目
的としております。

【覚書の主な内容】
・それぞれの持つ強み、役割、資源を活
かして関係を強化するとともに、関西
と香港間の貿易及び経済関係の強化

枚方市と本会は、震度 6 弱以上の地震が
発生した場合、市の小学校などの避難所
の余震等による二次災害防止を目的とし
た危険度判定を迅速に実施するため、府
内市町村で初めて「大地震時における避
難所の応急危険度判定に関する協定」を、
平成 28 年 1 月 15 日（金）に枚方市役所
で締結しました。
市は、震度 6 弱以上の地震が発生した場
合、「枚方市地域防災計画」に基づき、
市内に 53カ所ある第一次避難所を開設
し、避難所となる建築物の応急危険度判
定を直ちに実施するとしています。
しかし、災害時は判定士資格を持つ職員
が現場へ向かえない場合があるなど、人
員確保の予測の難しさが課題となってい
ました。
今回、締結した協定では、本会に所属す
る判定士は各避難所の危険度判定を本

に努め、両地域の市場の可能性につい
ての相互理解促進を図るために、相互
訪問視察や建築情報の意見交換など
により、最新の市場情報の共有化を適
宜行う。

・訪問団派遣、セミナー、貿易及び産
業振興のための展示会などの分野に
おいて、相互協力する。また、貿易促
進の一環として、関西と香港両地域の
インバウンド事業にも積極的に協力
する。

・それぞれが提供する様々なプラット
ホームのサービスを活用し、両地域の
企業が相互に連携して、中国本土及び
他のアジア諸国において相互交流や展
開を図ることを支援する。

市職員と協力して行うこととしており、
より迅速な市民の安全確保が可能とな
ります。

【協定の主な内容】
・大地震が発生し枚方市内で震度 6 弱以

上が観測された場合において、避難所
となる建築物の判定を枚方市（甲）が
大阪府建築士会（乙）の協力を得て迅
速に実施することにより、避難住民の
安全の確保を図ることを目的とする。

・甲及び乙は、大地震が発生し枚方市内
で震度 6 弱以上が観測された場合にお
いて、甲の避難所となる建築物の判定
を協力して行うものとする。

・甲及び乙は、この協定に定める事項の
円滑な実施を図るため、相互に情報の

交換を行うとともに、必要な連絡及び
調整を行うものとする。

・判定の実施に必要な事項は、甲乙協議
のうえ別に定めるものとする。

・甲及び乙は、この協定に定める事項の
確実な実施を期するため、それぞれ連
絡責任者を置く。

調印者（前列左より）
日本建築材料協会　立野純三 会長
香港工業總會　ダニエル・チェン 会長
大阪府建築士会　岡本森廣 会長

調印者
枚方市　伏見隆 市長（前列左）
大阪府建築士会　岡本森廣 会長（前列右）

香港工業總會及び日本建築材料協会と 3 団体の相互協力に関する覚書を締結
締結日　平成 28 年 1 月 12 日（火）

枚方市と応急危険度判定に関する協定を締結
締結日　平成 28 年 1 月 15 日（金）
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つ
い
て
は
、
国
道

二
六
号
、
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
な
ど
で
周
辺

市
と
結
ば
れ
、
大
阪
市
中
心
部
と
関
西
国
際
空

港
の
い
ず
れ
に
も
二
〇
分
で
到
達
で
き
る
な
ど

交
通
至
便
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
で
す
。

　

ま
た
、
二
級
河
川
の
芦
田
川
、
王
子
川
が
流

れ
、
沿
岸
部
に
は
、
浜
寺
水
路
を
利
用
し
た
漕

艇
セ
ン
タ
ー
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
が
あ
る
臨

海
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
交
通
遊
園
や
バ
ラ
園

が
あ
る
浜
寺
公
園
等
が
あ
り
、
市
外
か
ら
も
多

く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。事
業
と
し
て
は
、

南
海
本
線
・
高
師
浜
線
連
続
立
体
交
差
事
業
、

羽
衣
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
、
二
級
河

川
芦
田
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
携
わ
っ
た
、
風
致
地
区
の
見
直
し
と
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．風
致
地
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

高
石
の
地
の
歴
史
は
古
く
、
古
事
記
や
日
本

書
紀
に
﹁
高
脚
・
高
志
・
高
石
﹂
の
表
現
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
古
代
か
ら
中
世
に
熊
野
三
山

の
参
詣
に
利
用
さ
れ
た
熊
野
街
道︵
小
栗
街
道
︶

や
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
紀
州
街
道
が
通
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
交
通
路
を
中
心
に
集
落
が

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
浜
寺
、
羽
衣
、
高
師
浜

な
ど
の
沿
岸
部
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
白
砂
青

松
の
景
勝
地
で
あ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け

て
は
、
東
洋
一
の
海
水
浴
場
と
し
て
賑
わ
い
、

別
荘
地
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

明
治
六
年
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
大
久
保
利
通
内

務
卿
が
、
松
の
木
が
こ
れ
以
上
伐
採
さ
れ
な
い

よ
う
に
と
浜
寺
公
園
を
開
設
し
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
風
光
明
媚
な
地
域
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
昭
和
一
四
年
に
本
市
の
海
岸
部
の

一
〇
二
ha
に
風
致
地
区
を
指
定
し
別
荘
地
や
高

級
住
宅
地
と
し
て
、
緑
に
富
ん
だ
快
適
な
都
市

環
境
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
高
度
成

長
期
の
昭
和
三
〇
年
代
後
半
か
ら
臨
海
部
の
埋

立
て
の
開
発
が
始
ま
る
と
同
時
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
順
調
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た

が
、
住
宅
地
の
開
発
と
風
致
地
区
制
度
の
連
携

不
足
等
に
よ
り
、
本
来
、
風
致
地
区
の
制
限
で

あ
る
建
築
物
の
外
壁
後
退
︵
道
路
か
ら
一
．八

ｍ
以
上
、
隣
地
か
ら
一
ｍ
以
上
︶、
建
ぺ
い
率

四
〇
％
以
下
、
敷
地
に
対
し
て
緑
地
を
二
〇
か

ら
三
〇
％
以
上
等
が
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
狭
小
宅
地
が
多
く
建
築
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
臨
海
部
の
埋
立
て
後
、

特
に
様
変
わ
り
し
た
泉
大
津
市
よ
り
の
六
〇
ha

を
昭
和
四
六
年
に
廃
止
を
行
い
ま
し
た
。
残
っ

て
い
る
風
致
地
区
の
区
域
は
、
大
き
な
屋
敷
等

が
取
り
壊
さ
れ
、
住
宅
地
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

ま
た
、
既
存
の
狭
小
宅
地
に
お
い
て
は
、
昭
和

四
五
年
六
月
一
四
日
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

は
一
回
限
り
の
建
替
え
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も

の
の
、
や
は
り
建
替
え
が
困
難
と
い
う
声
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
に
よ
り
、
建
替
え
も
難
し
い
こ
と
か

ら
、
引
っ
越
し
さ
れ
、
空
き
家
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
三
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
が
起
こ
り
、
特
に
大
津
波
に

よ
る
多
く
の
尊
い
人
命
、
財
産
が
失
わ
れ
、
津

波
の
怖
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
地
震
・
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
地
域
防
災
計
画
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
海
岸
沿
い
の
風
致
地
区
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津
波
浸
水
の
想
定

さ
れ
る
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
風
致
地
区
の
制

限
等
に
よ
り
建
替
え
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
風
致
地
区
を
廃
止
す
る
都
市
計
画
手

続
き
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
説
明
会
を
開
催
す
る
と
、
二
日
間
で
約

二
〇
〇
名
と
い
う
多
く
の
方
々
の
出
席
が
あ

り
、﹁
風
致
地
区
だ
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
の

に
、
廃
止
さ
れ
た
ら
困
る
。﹂、﹁
景
観
が
悪
く

な
る
の
で
、
廃
止
し
て
ほ
し
く
な
い
。﹂、﹁
現

状
の
ま
ま
で
は
、
敷
地
が
狭
い
の
で
建
替
え
が

で
き
な
い
。﹂
等
の
多
数
の
意
見
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て
も
同

様
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
を
精
査
し
、

す
べ
て
を
廃
止
す
る
の
で
は
な
く
、
緑
化
に
関

す
る
規
制
だ
け
は
残
し
て
、
住
環
境
の
維
持
保

全
の
た
め
、
地
区
計
画
制
度
の
導
入
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
風
致
地
区
の
廃

止
と
同
時
に
都
市
計
画
手
続
き
と
条
例
制
定
を

行
い
、
平
成
二
五
年
四
月
よ
り
運
用
を
行
っ
て

お
り
、
敷
地
面
積
の
二
〇
％
以
上
の
緑
化
を
義

務
付
け
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
併
せ

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

住
宅
建
設
又
は
購
入
さ
れ
た
際
は
、
建
物
の
構

造
に
応
じ
て
、
固
定
資
産
税
︵
家
屋
分
︶
を
軽

減
す
る
制
度
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
家

族
の
絆
を
再
生
す
る
た
め
、
二
・
三
世
代
同
居

や
近
居
の
支
援
、
ま
た
、
平
成
二
八
年
度
か
ら

は
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
育
て
世
代
の
定

住
促
進
事
業
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
活
用

し
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

３
．今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
上
町
断
層
等
に
よ

る
直
下
型
地
震
が
想
定
さ
れ
て
い
る
中
、
本
市

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
十
八
回　

高
石
市
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も
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
は
、
地
震
だ
け
で
は
な
く
風
水

害
等
に
つ
い
て
の
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復

旧
・
復
興
対
策
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
復
興
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
復

興
を
目
指
す
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
分
類
と
し
て
生
活
の
復
興
、
住
宅
の
復
興
、

都
市
の
復
興
、
経
済
の
復
興
な
ど
に
分
か
れ
ま

す
。
こ
の
中
で
都
市
の
復
興
に
つ
い
て
記
述
さ

れ
て
い
る
の
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓

と
し
て
平
成
一
八
年
一
月
に
大
阪
府
が
策
定
し

た
﹁
大
阪
府
震
災
復
興
都
市
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
津
波
に
つ
い
て

の
記
述
も
加
え
て
平
成
二
七
年
三
月
に
改
訂
し

て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
被
災
状
況
の
把
握
・

分
析
、
建
築
制
限
の
実
施
、
復
興
計
画
の
策
定
、

復
興
事
業
の
実
施
に
至
る
ま
で
の
行
動
手
順
や

留
意
点
等
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
ま

ち
づ
く
り
担
当
部
局
が
中
心
と
な
っ
て
活
用
す

る
手
引
き
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
活
用
し
、
津
波
が
想
定
さ
れ
る
区

域
や
密
集
市
街
地
な
ど
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

を
事
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
将
来

は
地
元
の
方
々
と
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
、
今
後
の
人
口
や
商
業
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
機
能
の
動
向
を
踏
ま
え
た
、
持
続
可
能
な

都
市
経
営
の
確
保
が
長
期
的
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
都
市
全
体
の
観
点
か
ら
居
住
機
能
や
福

祉
、
医
療
、
商
業
等
、
都
市
機
能
の
立
地
を
総

合
的
に
勘
案
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
を
生
か

し
た
歩
い
て
暮
ら
せ
る
﹁
健
幸
﹂
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
為
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

４
．あ
と
が
き

　

本
市
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
、
人
口
減
少
が
続
い
て
き
て
お
り
、

空
き
家
も
目
立
ち
始
め
、
上
下
水
道
施
設
、
道

路
、
公
園
等
の
公
共
公
益
施
設
等
の
老
朽
化
対

策
に
加
え
、
連
続
立
体
交
差
事
業
、
羽
衣
駅

前
再
開
発
事
業
、
街
路
事
業
等
の
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
税
収
が
減
少
す
る
中
、
ど
の
よ

う
に
工
夫
し
て
進
め
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
後
に
、
民
間
開
発
の
際
、
開
発
指

導
要
綱
に
お
い
て
指
導
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
開
発
者
及
び
建
築
士
の
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
美
し
い
環
境
と
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
今
年
の
一
一
月
に
市
制
五
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
、﹁
高
石
市
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
。﹂
と
言
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高石市

梅
原
　
良
造

　
高
石
市
土
木
部
都
市
計
画
課

　
課
長
代
理
兼
指
導
係
長
兼
土
木
公
園
課
課
長
代
理

一
九
六
九
年	

大
阪
市
生
ま
れ

一
九
九
二
年	

近
畿
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒

	

高
石
市
入
庁
　
上
下
水
道
工
事
、道
路
管
理
に
携
わ
る

二
〇
一
〇
年	

都
市
計
画
行
政
に
携
わ
る

砂浜海岸から臨海部をのぞむ

臨海部の工場夜景

本市に残っている砂浜海岸
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

第８回建築人賞
第一次審査会（公開）
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人 大阪府建築士会では
会誌『建築人』の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として

「建築人賞」を実施しています。
「第８回建築人賞」では、審査委員長・古谷誠章氏のご参加の元
第一次審査を公開で実施することとしました。
皆様ご参加の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■ 「第８回建築人賞」第一次審査会開催について
　　日時：平成 28 年 2 月 27 日（土）
　　　　　13 時 30 分～ 17 時 30 分（開場 13 時 00 分）
　　会場：いちょうホール
　  　　　 大阪市中央区本町 4-1-13 御堂ビル 1 階
　　定員：100 名（当日先着順申込不要、入場無料）

■ 「第８回建築人賞」実施概要について
　　主催：公益社団法人大阪府建築士会
　　審査委員長：古谷誠章（建築家・早稲田大学教授）
　　審査対象作品：『建築人』2015 年１月号から 12 月号まで
　　　　　　　　　Gallery に掲載された建築作品
　　　　　　※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

　　審査方法（２段階審査・予定）：
　　　第一次審査  公開プレゼンテーションにより選定
　　　第二次審査  現地確認により選定
　　表彰（設計者に対して）：
　　　建築人賞（賞状と記念盾）、建築人奨励賞  （賞状）
　　　　※建築主・施工者には感謝状授与

　　受賞発表：『建築人』2016 年 7 月号誌面（予定）

■ 問い合わせ

　 公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
    TEL 06-6947-1961  FAX 06-6943-7103
     

　審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～87年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ
              （現NASCA）共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
2014年～　第6回建築人賞より審査委員長就任
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Gallery 建築作品紹介 辻井の家 設計：大西憲司設計工房
施工：アトリエ・エイト

敷地は姫路城の北西部に位置し、閑静な住宅地の一角にある。敷地の東
側に、八丈岩山という岩山があり、その岩山の緑を建物に取り込むこと
を第一に考え計画を進めた。平面計画を、1 階にガレージ・浴室と主寝
室を配し、眺めのよい 2 階にリビング・ダイニング・キッチンを設け、
一室空間とした。東側に設けたデッキテラスを介して、外部空間と内部
空間が一体になるように、開口部を全開にした。緩やかな切妻屋根の垂
木表わしの天井が、優しく家族を包み込み、木の温もりと、四季の移り
変わりや、風・光など、家族が自然を楽しみながら暮らせる気持ちのよ
い住まいを目指した。

所 在 地：兵庫県姫路市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2015.12
構造規模：木造（在来工法）
　　　　　地上 2 階建
敷地面積：267.26㎡
建築面積：125.21㎡
延床面積：190.17㎡
写　　真：福澤昭嘉
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Gallery 建築作品紹介 設計：石橋清志建築設計事務所
施工：藤木工務店

芦屋の高台の斜面地にたつ住宅である。数百年前からそこに存在してい
たかのような石積みの壁を道路と平行に据えた。その軸に対し平行・直
行方向にフォルムの異なる構造物を派生させて空間を構成している。伝
統的手法と現代的手法を組み合わせることで、新鮮さを感じさせながら
歴史あるまちに馴染ませている。生活空間のレベルはやさしく囲まれ安
心して使えるコートヤードをもつ。地下レベルには敷地に眠っていた転
石と樹々を配置した崖地のガーデンが広がる。中心に位置するリビング
は、コートヤードからは風をガーデンからは光を受け、多様な景色のあ
る豊かな空間となっている。　　　　　　　　　（石橋清志・塚島麻弥）

所 在 地：兵庫県芦屋市
用　　途：住宅
竣　　工：2015.12
構造規模：RC 造（一部

S造一部木造）
　　　　　地上 2 階
　　　　　地下 1 階
敷地面積：1,091.97㎡
建築面積：314.59㎡
延床面積：480.46㎡
写　　真：松村芳治
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Gallery 建築作品紹介 斜面地の家
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連
載
　
建
築
の
射
程
第
35
回

門真市古川橋駅周辺のエリアマネジメントについて

川村　光世（かわむら みつよ）
光亜興産株式会社 代表取締役社長。1968 年 4 月 光亜興産株式会社 開発事業部入社。門真市 密集地区の再整備（住宅市街地総合整備事業・
土地区画整理事業）に従事。各地区 組合事務局長歴任。2012 年 10 月～ 3 月 国土交通省 既成市街地再編方策検討委員会メンバー、2012 年 11
月～ 3 月 国土交通省 市街地整備戦略検討委員会メンバー、2015 年 4 月より現職。本社 大阪府門真市末広町 43 番 1 号

古くなったまちや建物を建て替えるだけの再開発ではなく、完成後もさまざまな活動を通じて、開かれた
地域コミニュティーを確立することにより、安全で、安心して生活出来る「まち」を創造する。「エリアマ
ネジメント」が注目される以前より、古川橋駅周辺地区で 35 年にわたり実践してこられた川村光世さんに
お話を伺いました。

権
利
者
の
土
地
利
用
に
制
約
は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
地
区
画
整
理
事
業
を
手
段
と
し
て
活
用
し
、

権
利
者
へ
は
ま
ち
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
る
こ

と
に
よ
っ
て
事
業
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。

　

古
川
橋
駅
南
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

推
進
と
並
行
し
て
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る

都
市
基
盤
上
に
ど
の
よ
う
な
建
物
を
建
設
し
、

ど
の
よ
う
な
業
態
の
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
し
て
ま

ち
の
賑
わ
い
を
創
り
出
す
か
と
い
う
取
り
組
み

を
本
格
化
し
、
駅
前
街
区
は
地
域
の
核
と
し
て

集
客
効
果
が
見
込
め
る
大
型
商
業
施
設
を
計
画

し
ま
し
た
。
大
型
商
業
施
設
の
誘
致
を
実
現
す

る
に
は
大
規
模
な
土
地
が
必
要
で
あ
り
他
の
権

利
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
し
た
。
こ
の
問
題
解

決
は
過
去
に
倉
庫
建
設
で
経
験
し
た
共
同
土
地

利
用
の
手
法
で
、
一
筆
で
は
利
用
価
値
の
少
な

い
土
地
も
共
同
で
利
用
す
れ
ば
大
き
な
整
形
地

と
し
て
活
用
で
き
る
方
法
で
、
短
冊
状
の
土
地

を
あ
え
て
つ
く
り
、
こ
れ
を
梯
子
型
に
集
約
し

て
共
同
利
用
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

一
九
八
四
年
に
﹁
ラ
ブ
リ
タ
ウ
ン
古
川
橋
﹂

と
命
名
し
た
駅
南
側
が
完
成
し
ま
し
た
。
駅
南

地
区
の
事
業
が
進
み
概
観
が
明
ら
か
に
な
る
に

つ
れ
て
、
駅
北
側
の
権
利
者
か
ら
自
分
た
ち
の

地
区
が
駅
の
裏
側
に
な
り
、
さ
び
れ
て
し
ま
う

は
じ
め
に

　

少
子
高
齢
時
代
を
迎
え
、
人
口
減
少
に
よ
る

都
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
多
方
面
に
あ
り
、

行
政
任
せ
で
は
な
く
、
都
市
の
維
持
・
発
展
は

﹁
つ
く
る
﹂
段
階
か
ら
﹁
育
て
る
﹂
こ
と
を
考

え
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性
が
認
識

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
取
り
組
み
が
各
地
域
、
地
区
で
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
社
は
、
門
真
市
で
一
九
六
四
年
に
不
動
産

会
社
を
設
立
し
、
一
昨
年
創
立
五
〇
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
光
亜
興
産
を
主
と
す

る
グ
ル
ー
プ
会
社
六
社
の
構
成
で
す
。
開
発
・

建
築
～
建
物
管
理
に
至
る
ま
で
総
合
不
動
産
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
主
業
務
は
土
地
区

画
整
理
事
業
を
ベ
ー
ス
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

全
国
で
も
数
少
な
い
会
社
で
す
。

　

社
会
貢
献
を
目
指
し
て
五
〇
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
に

﹁
光
亜
興
産
官
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
実
践
講
座
﹂

と
い
う
寄
付
講
座
を
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
に
横
浜
国
立
大
学
の
小
林
重
敬
名

誉
教
授
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
和
歌
山
大
学
経
済

学
部
長
の
足
立
基
浩
教
授
を
座
長
に
学
識
経
験

者
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開
や
今
後
の
発
展
の
可
能
性

と
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
我
が
国
都
市
の
持
続

可
能
な
発
展
に
貢
献
し
よ
う
と
研
究
会
を
立
ち

上
げ
て
い
ま
す
。
当
社
が
ど
う
い
っ
た
い
き
さ

つ
で
、
な
ぜ
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
っ

て
い
る
の
か
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
川
橋
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

　

京
阪
電
鉄
古
川
橋
駅
南
北
で
当
社
が
関
わ
っ

た
ま
ち
づ
く
り
地
区
は
八
地
区
で
す
。
新
市
街

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
ベ
ー
ス
に
ま
ち
づ

く
り
を
実
施
し
た
の
が
二
地
区
。
既
成
市
街
地

で
の
ま
ち
づ
く
り
地
区
が
三
地
区
。
現
在
事
業

中
の
地
区
が
三
地
区
で
す
。

　

当
社
が
最
初
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
の

が
古
川
橋
駅
南
の
﹁
門
真
市
都
市
計
画
事
業
古

川
橋
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
﹂
で
す
。
昭
和

三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
後
半
は
経
済
の

高
度
成
長
期
に
あ
た
り
都
心
部
か
ら
近
い
と
い

う
立
地
も
あ
り
門
真
市
の
古
川
橋
駅
北
側
は
、

地
方
か
ら
の
労
働
者
を
受
け
入
れ
る
公
営
住
宅

を
補
完
す
る
形
で
大
量
の
文
化
住
宅
、
長
屋
等

の
木
造
賃
貸
住
宅
が
建
て
ら
れ
密
集
地
区
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
引
き
替
え
駅
南

側
は
、
田
園
風
景
の
拡
が
る
の
ど
か
な
地
域
で

し
た
。

　

門
真
市
は
、
過
去
に
二
度
に
わ
た
っ
て
開
発

計
画
を
進
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

く
に
関
西
電
力
の
古
川
橋
変
電
所
が
あ
り
高
圧

送
電
線
の
通
過
ル
ー
ト
で
高
度
利
用
が
難
し
い

こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
権
利
者
の
反
対
に
あ
い

頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
る
地
区
で
す
。

　

当
社
創
業
者
で
あ
る
会
長
が
当
時
の
門
真
市

長
か
ら
依
頼
を
受
け
土
地
区
画
整
理
事
業
の
難

し
さ
も
解
ら
ず
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
土
地
所

有
者
の
先
祖
伝
来
の
土
地
に
対
す
る
強
い
執
着

を
目
の
当
た
り
に
し
、
関
西
電
力
と
の
高
圧
送

電
線
地
中
化
の
協
議
を
は
じ
め
ま
し
た
。
権
利

者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め

に
は
、
土
地
の
資
産
価
値
を
高

め﹁
ま
ち
﹂の
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
街
づ
く
り
後
の
模
型
を
作

製
し
夢
を
繰
り
返
し
説
き
ま
し

た
。
権
利
者
の
理
解
を
得
た
の

は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
完

成
イ
コ
ー
ル
ま
ち
づ
く
り
の
完

成
と
考
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、
土

地
区
画
整
理
事
業
は
基
盤
整
備

を
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

従前の古川橋駅南地区（航空写真）
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に
駅
前
歩
道
、京
阪
電
鉄
の
一
部
を
借
用
し﹁
ラ

ブ
リ
タ
ウ
ン
古
川
橋
駐
輪
場
﹂
と
し
て
ラ
ッ
ク

八
〇
二
台
を
開
設
・
運
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
定
時
間
は
無
料
で
あ
り
不
法
駐
輪
は
こ
の
古

川
橋
駅
で
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　

昨
年
、
京
都
大
学
経
営
管
理
大
学
院
・
和
歌

山
大
学
経
済
学
部
・
国
土
交
通
省
都
市
局
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
が
共
同
調
査
に
よ
り
都
市
再
生

整
備
計
画
を
策
定
済
み
の
市
町
村
を
対
象
に
全

国
初
と
思
わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
全
国
に
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

団
体
が
五
七
四
団
体
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。

各
団
体
の
活
動
、
課
題
等
も
京
都
大
学
経
営
管

理
大
学
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、

現
在
当
社
は
、
古
川
橋
駅
北
側
に
お
い
て
、
つ

く
る
段
階
か
ら
将
来
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
見
据
え
地
域
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
当
社
の
取
り
組
み
に

ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
各
権
利

者
の
方
々
及
び
各
会
社
、
諸
団
体
の
方
々
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
頂
い
た
建
築
士
会
様
に
本
稿

を
通
じ
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

域
活
性
協
議
会
﹂
が
結
成
さ
れ

記
念
事
業
を
企
画
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
を
つ
く
り
イ
ベ
ン
ト
名

を
﹁
ふ
れ
愛
・
に
ぎ
わ
い
！
ラ

ブ
リ
フ
ェ
ス
タ
﹂
と
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
行
っ
た
古
川
橋
駅
南

北
六
会
場
で
一
一
月
に
フ
ェ
ス

タ
の
第
一
回
目
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
始
前
に

は
、
参
加
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
っ
て
各
会
場
周
辺
の
清
掃

を
実
施
し
環
境
美
化
の
推
進
も

は
か
り
ま
し
た
。

　

駅
南
北
の
会
場
で
は
、
大
阪
メ
チ
ャ
ハ
ピ
ー

祭
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
外
ラ
イ
ブ
、
門

真
警
察
署
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
地
域

全
体
が
広
い
お
祭
り
空
間
と
な
り
多
く
の
来
場

者
が
お
見
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
京
阪
沿
線
の

大
学
に
も
企
画
段
階
か
ら
参
加
以
降
継
続
し
て

毎
年
秋
の
体
育
の
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ラ
ブ
リ
フ
ェ
ス
タ
事
業
の
活
動
原
資
は
、

地
域
が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
エ
リ
ア
よ
り

広
い
の
で
協
賛
団
体
の
数
は
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
ほ
ぼ
同
様
の
仕
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
ど
こ
の
駅
前
で
も
同
じ
課
題
を
抱
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
門
真
市
は
平
坦
な
地

形
で
あ
り
市
民
の
多
く
は
移
動
手
段
と
し
て
自

転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
古
川
橋
駅
高
架
下

に
は
有
料
の
駐
輪
施
設
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
周
辺
の
広
場
歩
道
は
、
通
勤
通
学
等
で
電
車

を
利
用
す
る
自
転
車
で
溢
れ
て
門
真
市
に
よ
る

不
法
駐
輪
自
転
車
の
撤
去
は
後
を
絶
た
な
い
状

況
で
し
た
。
平
成
二
一
年
に
公
民
協
働
に
よ
る

﹁
門
真
市
放
置
自
転
車
等
対
策
協
議
会
﹂
が
発

足
さ
れ
、
問
題
解
決
に
向
け
た
検
討
・
協
議
を

重
ね
道
路
法
の
改
正
等
も
あ
り
、
平
成
二
四
年

の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
か
ら
当
社
に
支
援

の
依
頼
が
あ
り
、
駅
北
側
を
一
九
八
三
年
に
認

可
を
受
け
沿
道
区
画
整
理
型
街
路
事
業
に
て
再

整
備
し
ま
し
た
。

地
域
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
古
川
橋
駅
南
地
区

で
は
、
ま
ち
び
ら
き
か
ら
約
七
年
の
歳
月
を
経

て
多
く
の
建
物
が
建
ち
並
び
﹁
ラ
ブ
リ
タ
ウ
ン

古
川
橋
﹂
の
愛
称
も
地
元
の
人
々
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち
の
持
続
し
た
発

展
の
礎
は
﹁
わ
れ
ら
の
ま
ち
は
、
わ
れ
ら
の
手

で
守
る
﹂で
す
。自
ら
が
携
わ
っ
た
事
業
に
よ
っ

て
完
成
し
た
ま
ち
へ
の
愛
着
を
よ
り
一
層
深
め

よ
う
と
当
社
社
員
が
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
に

地
区
内
の
清
掃
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
と

は
別
に
以
降
毎
日
始
業
前
に
社
員
に
よ
る
清
掃

活
動
も
継
続
し
て
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
に
賛
同
さ
れ
る
企
業
店
舗

に
よ
り
﹁
ラ
ブ
リ
タ
ウ
ン
古
川
橋
会
﹂
が

一
九
九
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
地

域
活
性
化
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
を
検
討

し
、
暗
く
寒
い
冬
の
夜
の
古
川
橋
駅
周
辺
を
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る﹁
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
﹂

の
企
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年

一
一
月
二
五
日
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯

式
が
行
わ
れ
、
以
降
毎
年
冬
の
恒
例
行
事
と
し

て
翌
年
一
月
末
ま
で
毎
夜
、
駅
南
北
の
駅
前
広

場
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
活
動
原
資
は
、
ラ
ブ
リ
タ
ウ
ン
古
川
橋

会
の
会
費
、
周
辺
企
業
店
舗
等
の
協
賛
金
、
門

真
市
の
助
成
金
、当
社
負
担
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
四
年
が
ラ
ブ
リ
タ
ウ
ン
古
川
橋
ま
ち

び
ら
き
二
〇
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
周
辺
地

域
が
結
束
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。
地
域
間
競
争
に
負
け
な
い
よ
う
に

古
川
橋
周
辺
の
企
業
、
商
店
街
、
最
寄
り
の
大

学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
共
団
体
で
﹁
古
川
橋
南
北
地

メチャハピー祭り

再開発が進んだ古川橋駅南地区

地域清掃 放置自転車対策
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平
成
二
八
年
一
月
度
理
事
会
議
事
録（
要
約
）

日
時　
一
月
二
十
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
二
九
名　

監
事
二
名

︵
１
︶
会
計
報
告
に
つ
い
て

十
二
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一
八
、七
九

八
、七
九
八
円
、支
出
一
二
、八
〇
六
、一
七
七
円
、差
引

五
、九
九
二
、六
二
一
円
で
あ
り
、本
年
度
累
計
の
収

支
差
引
は
二
五
、九
二
六
、四
八
六
円
を
報
告
し
て
承

認
さ
れ
た
。

現
在
の
本
年
度
末
の
収
支
決
算
見
込
み
は
、収
入

一
六
四
、二
九
七
、七
九
九
円
、支
出
一
五
六
、八
五
二
、九

七
六
円
、差
引
七
、四
四
四
、八
二
三
円
の
黒
字
で
あ
る
。

決
算
見
込
み
数
字
が
黒
字
の
要
因
は
、病
院
機
構
と

の
委
託
契
約
期
間
の
延
長
、省
エ
ネ
講
習
と
イ
ン
ス
ペ

ク
シ
ョ
ン
講
座
の
新
設
に
伴
う
収
入
の
増
加
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。特
に
耐
震
評
価
業
務
は
、現
在
の
評
価

済
み
件
数
が
三
六
棟
、今
後
、年
度
内
の
申
請
予
定
が

一一
棟
あ
り
、当
初
の
想
定
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

︵
２
︶
会
計
規
程
に
つ
い
て

府
法
務
課
提
供
の
モ
デ
ル
規
程
等
を
参
考
に
し
て
、

収
支
予
算
や
財
務
諸
表
等
の
作
成
手
順
や
内
部

チ
ェッ
ク
機
能
の
明
確
化
等
を
図
る
会
計
規
程
が
承

認
さ
れ
、
所
管
の
大
阪
府
へ
提
出
す
る
。

︵
３
︶
槇
文
彦
氏
関
連
企
画
に
つ
い
て

槇
文
彦
氏
の﹁
展
覧
会
﹂及
び﹁
講
演
会
﹂を
実
施
す

る
。展
覧
会
は
、槇
総
合
計
画
事
務
所
の
創
立
五
〇

周
年
を
記
念
し
て
二
〇
一
五
年
十
一
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
展
示
す
る
。会
期
は
、四

月
二
二
日︵
金
︶～
五
月
二
二
日︵
日
︶の
一
ヶ
月
間
、会

場
は
、梅
田
の
Ｎ
Ｕ
茶
屋
町
の
約
一
〇
〇
坪
の
ス
ペ
ー

ス
に
お
い
て
、入
場
無
料
で
開
催
し
、建
築
関
係
者
、

学
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
市
民
な
ど
延
べ
二
万
人
の

来
場
者
を
見
込
む
。ま
た
、槇
氏
の
講
演
会
を
展
覧

会
会
期
中
に
実
施
す
る
。

　
　

建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
三
十
三
︶

現
地
確
認
の
重
要
性

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
回
は
相
談
員
の
佐
賀
弥
章
さ
ん
に
、ご
自
身
が

対
応
さ
れ
た
現
地
相
談
事
例
を
ご
紹
介
頂
き
、原
稿

を
お
書
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

相
談
の
概
要

　

自
身
の
土
地
に
隣
接
し
て
建
つ
、お
隣
の
既
存
間

知
ブ
ロ
ッ
ク
擁
壁
の
安
全
性
の
ご
相
談
で
す
。既
存
擁

壁
の
上
に
低
層
の
集
合
住
宅
が
建
っ
て
い
る﹁
隣
地
﹂

を
ビ
ル
ダ
ー
が
購
入
、既
存
擁
壁
を
残
置
し
て
建
物

を
解
体
し
新
築
分
譲
を
開
始
し
た
よ
う
で
す
。そ
の

際
、相
談
者
は
、既
存
擁
壁
の
ひ
び
割
れ
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
、下
に
住
む
身
と
し
て
は
心

配
で
な
ら
な
い
。ビ
ル
ダ
ー
は﹁
安
全
に
配
慮
し
て
い

ま
す
。﹂と
い
う
も
の
の
、本
当
か
？
別
の
建
築
士
に
見

て
欲
し
い
。と
い
う
依
頼
で
し
た
。

現
地
確
認
の
結
果

　

現
地
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、相
応
の
劣
化
が
あ
る
最
高

高
さ
四
～
五ｍ
程
度
の
既
存
擁
壁
。ひ
び
割
れ
や
、表
面

の
経
年
劣
化
が
あ
り
、最
近
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
し
た
。相
談
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、古
い
航
空
写

真
や
住
宅
地
図
閲
覧
か
ら
、擁
壁
の
築
造
年
を
推
定
す

る
と
、昭
和
四
〇
年
代
に
築
造
さ
れ
た
擁
壁
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
古
い
擁
壁
で
も
あ
り
、ビ
ル
ダ
ー
側

は
、建
物
を
杭
で
支
持
し
、既
存
擁
壁
へ
の
影
響
に
配

慮
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
監
修
の﹁
宅
地
擁
壁
老
朽
化
判
定
マ

ニュ
ア
ル︵
案
︶﹂を
準
用
し
、調
査
し
た
と
こ
ろ
、①
水

抜
き
穴
の
不
足
、②
排
水
溝
の
水
溜
ま
り
、③
縦
横

方
向
の
ク
ラ
ッ
ク
、④
一
部
の
不
同
沈
下
、等
が
有
り
、

結
果
は
、危
険
度
評
価
区
分﹁
中
﹂。﹃
経
過
観
察
を

行
い
、進
行
性
の
変
状
か
否
か
継
続
的
に
点
検
を
行

う
﹄既
存
擁
壁
と
判
定
し
ま
し
た
。

　

あ
く
ま
で
目
視
で
の
判
断
で
は
あ
り
ま
す
が
、土
圧

の
増
大
に
伴
う
前
後
の
ズ
レ
や
は
ら
み
出
し
が
な
く
、一

定
の
安
定
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、ひ
び
割
れ
も
最
近

の
も
の
で
は
な
く
兵
庫
県
南
部
地
震
時
の
も
の
と
推

測
さ
れ
る
こ
と
、国
土
交
通
省
の
判
定
マニュ
ア
ル
で
も
中

程
度
の
危
険
度
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、た
ち
ま
ち
崩
壊

す
る
よ
う
な
擁
壁
で
は
な
い
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

直
接
の
相
談
以
外
の
問
題
も

　

現
地
で
は
、別
の
問
題
が
あ
り
、晴
れ
た
日
な
の
に
、

土
嚢
が
積
ん
で
あ
り
濡
れ
た
痕
が
あ
り
ま
し
た
。聞
く

と
、﹁
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
、側
溝
の
水
が
溢
れ
浸

水
す
る
ん
で
す
。お
隣
に
ど
う
に
か
し
て
欲
し
い
と
お
願

い
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
﹂と
の
こ
と
。し
か
し
、側

溝
は
隣
地
側
に
あ
る
も
の
の
、相
談
者
の
敷
地
の
雨
水

排
水
の一
部
も
隣
地
の
既
存
側
溝
に
向
か
っ
て
流
れ
て

お
り
、排
水
能
力
を
超
え
浸
水
す
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。こ
れ
で
は
、お
隣
に
要
望
す
る
ど
こ
ろ
か
、逆
に

相
談
者
の
宅
地﹁
内
﹂に
側
溝
を
設
け
、排
水
経
路
を

確
保
す
る
必
要
が
生
じ
ま
す
。よ
っ
て
、﹁
お
隣
と
の
ご

相
談
の
元
、対
処
し
て
下
さ
い
。﹂と
伝
え
ま
し
た
。

現
地
確
認
の
重
要
性

　

現
地
に
赴
く
と
、相
談
以
外
の
事
実
が
判
明
す
る

こ
と
が
多
く
、そ
の
点
に
対
す
る
即
応
も
必
要
な
場

合
が
あ
り
総
合
力
が
問
わ
れ
ま
す
。建
築
士
の
立
場

と
し
て
、闇
雲
に
不
安
を
あ
お
る
の
で
は
な
く
、工
学

的
に
、法
的
に
、時
に
は
経
験
的
に﹁
安
心
﹂で
あ
る
旨

伝
え
、喜
ん
で
い
た
だ
け
た
相
談
例
で
し
た
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

空
き
家
が
増
え
続
け
て
い
る
現
在
も
、都
市
部
で
は
高

層
集
合
住
宅
が
つ
く
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。他
方
、大
阪

城
の
す
ぐ
傍
と
い
う
立
地
で
あ
り
な
が
ら
四
〇
年
以
上

も
住
み
続
け
ら
れ
て
い
る
団
地
が
あ
る
。今
回
は﹁
公
団

森
之
宮
団
地
﹂︵
U
R
都
市
機
構
︶を
取
り
上
げ
た
い
。

　

昭
和
四
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
面
開
発
市
街
地
住
宅
制

度
に
沿
っ
た
団
地
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。敷
地
は
大
阪
城

公
園
周
辺
に
点
在
し
て
い
た
旧
陸
軍
省
の
施
設
の
城
東
練

兵
場・大
阪
砲
兵
工
廠
跡
で
、広
大
な
敷
地
に
五
棟
の
集

合
住
宅
が
建
設
さ
れ
、面
開
発
住
宅
の
第
一
号
と
な
っ
た
。

　

竣
工
は
昭
和
四
二
年︵
一
九
六
七
年
︶で
、建
物
は
中
廊

下
形
式
高
層
住
棟
を
三
棟
と
、そ
れ
ら
と
直
交
す
る
よ
う

に
片
廊
下
形
式
の
住
棟
を
二
棟
並
べ
た
配
置
と
さ
れ
た
。

適
切
な
住
棟
間
隔
が
日
照
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、貴
重
な
屋
外
空
間
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、中
廊
下
形
式
住
棟
に
は
外
壁
か
ら
突
き
出
た

庇
の
よ
う
な
部
分
が
水
平
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、そ
の
連

続
が
フ
ァ
ザ
ー
ド
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
阪
城
を
望
め
る
抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が

居
住
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、こ
の
団
地
で
の
問
題

は
私
た
ち
へ
の
大
き
い
課
題
で
も
あ
る
。

建築人　2
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チ
ェッ
ク
機
能
の
明
確
化
等
を
図
る
会
計
規
程
が
承

認
さ
れ
、
所
管
の
大
阪
府
へ
提
出
す
る
。

︵
３
︶
槇
文
彦
氏
関
連
企
画
に
つ
い
て

槇
文
彦
氏
の﹁
展
覧
会
﹂及
び﹁
講
演
会
﹂を
実
施
す

る
。展
覧
会
は
、槇
総
合
計
画
事
務
所
の
創
立
五
〇

周
年
を
記
念
し
て
二
〇
一
五
年
十
一
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
作
品
を
中
心
に
展
示
す
る
。会
期
は
、四

月
二
二
日︵
金
︶～
五
月
二
二
日︵
日
︶の
一
ヶ
月
間
、会

場
は
、梅
田
の
Ｎ
Ｕ
茶
屋
町
の
約
一
〇
〇
坪
の
ス
ペ
ー

ス
に
お
い
て
、入
場
無
料
で
開
催
し
、建
築
関
係
者
、

学
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
市
民
な
ど
延
べ
二
万
人
の

来
場
者
を
見
込
む
。ま
た
、槇
氏
の
講
演
会
を
展
覧

会
会
期
中
に
実
施
す
る
。
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あべのハルカス　竹中工務店　米津正臣

あべのハルカスは、私鉄最長の鉄道ネットワークを有する近畿
日本鉄道のターミナル駅「大阪阿部野橋駅」直上に建つ、百貨
店、美術館、先端医療施設、大学、オフィス、ホテル、展望台、
庭園といった多様な機能が集積した、高さ３００ｍの超高層集
密都市である。ここでは、単一ヴォリュームの中にそれぞれの機
能を押し込めるのではなく、各機能の空間的特徴や事業性に
沿ってヴォリュームが最適化されている。都市が積み重なったよ
うな即物的で機能的なヴォリュームのあり方は、建物単体の姿
というより、街に必要とされる活動が「建築⇔都市」の境界を横
断して現われた都市風景の一部となって、大阪・あべのの街に新
たなダイナミズムを生み出している。足元においては周辺地域の
人の流れを四方八方より建築内部に取り込み、56台のEVと99
台のESCにより乗降客数約75万人／日の人の流れを空中に吸
い上げ、同時にあべのの街に吐き出している。鉄道ネットワーク
のNodeに高密度に集積した新たな都市活動は、梅田（キタ）と
心斎橋・難波（ミナミ）に並ぶ第三極をつくりだし、大阪都市圏
を多極化した都市構造へと再編し、周辺都市域に対しては沿線
価値の向上を促し、シビックプライドを刺激する。あべのハルカ
スは、少子高齢化を迎えた社会において、都市生活における偶
発性と相乗性を加速させ「持続可能かつ競争力ある都市的状
況」を創り出す、建築による都市の革新的ストラテジーである。

撮影：鈴木久雄　第35回大阪都市景観建築賞大阪市長賞受賞作品

■プロフィール
米津　正臣（よねづ・まさおみ）
1974年  愛知県生まれ。
1997年  東京工業大学工学部建築学科 
　　　  卒業。
1999年  東京工業大学大学院修士課程
　　　  修了。
1999年～ 竹中工務店。現在、同大阪本
　　　  店設計部設計グループ長。

■建物データ
設　　計：株式会社竹中工務店
外装デザイン：竹中工務店＋
　　　　　ペリクラーク ペリアーキテクツ
施　　工：竹中工務店・奥村組・大林組・
　　　　　大日本土木・錢高組共同企業体
位　　置：大阪市阿倍野区
構　　造：SRC造、S造
規　　模：地下5階、地上60階、塔屋1階
建築面積：24,013.19㎡
延床面積：353,393.32㎡
竣　　工：平成26年3月


